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　栗本典昭先生に初めてお会いしたのは日
本気管支学会（現在の日本呼吸器内視鏡学
会）だったと思います．超音波を用いた気管
支壁構造や縦隔リンパ節の研究内容を教え
ていただき，その緻密さに感銘を受けまし
た．私が X線 CTを使った仮想内視鏡の検討
を行っていた頃です．あのとき見せていた
だいた，超音波画像に匹敵するような微細
形態を CTでも描出できないかと今でも夢想
しています．
　先日，栗本先生の『気管支鏡“枝読み”術』
を拝読し，とても懐かしく感じました．私
は，1982（昭和 57）年から 2年間，坪井栄孝
先生が開発した坪井式末梢病巣擦過法を習
得するために郡山市の坪井病院で研修を受
けました．当時の研修方法は，複数枚の断
層写真からトレーシングペーパーに気管支
走行をトレースして，立体的なトレース像
を作成することでした．情報が足りなけれ
ば気管支造影を行いました．そうやって分
枝名を記載した詳細な気管支樹を作成した
後に実手技を行っていました．「枝読み術」
はこのトレース作業を気管支内に視点を置
いて行うことに他なりません．トレース像
が画像診断医にとって肺の立体的把握に役
立ったように，「枝読み術」は呼吸器内視鏡
医にとって気管支分岐の立体的把握に大い
に役立つでしょう．

　近年，画像枚数の増加とコンピュータ技
術の進歩を言い訳にして，自分の頭で立体
構築するという基本をおろそかにしている
ように感じます．本書でも繰り返し述べら
れているように，コンピュータを使わずに
紙と鉛筆で立体構築する訓練はとても貴重
な経験であると思います．手作業を通して
対象患者の気管支分岐を頭の中に構築でき
るのです．
　小学生の頃，「ミクロの決死圏」という SF
映画がありました．医師たちがミクロ化し
て患者体内に入り，治療を行うというス
トーリーです．「枝読み術」は自分をミクロ
化して CT画像の中に入り込む秘術です．こ
のような秘術を惜しげもなく公表する栗本
先生に敬意を表します．しかも，豊富な画
像と DVD-ROMでとにかく平易に普及させ
たいという工夫が満載です．呼吸器内視鏡
医はこの秘術を習得し，実践することで，
自分の技術の向上をすぐに実感できるで
しょう．画像診断医は気管支というキー
ワードで知識のブラッシュアップを行える
でしょう．放射線技師は診療医がどのよう
な気管支画像を求めているかを知ることが
できるでしょう．現在のマルチスライス CT
であればどこでも実践できますので，施設
ごとに気管支描出に適した CT条件を工夫し
てみることも面白いと思います．
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